
 

 

 

主催：公益社団法人 日本ニュービジネス協議会連合会  

共催：一般社団法人東京ニュービジネス協議会 

 

 

 

 

＜香港視察会 2014 実施報告書＞ 

 
 

2014/12/1(月)～12/5(金) 

 

 

 

 

 

 

 

 



<目 次> 
 

 

 

Ⅰ、参加者名簿  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1ページ 

 

Ⅱ、期  間  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1ページ 

 

Ⅲ、渡航費用  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1ページ 

 

Ⅳ、視察のミッション  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1ページ 

 

Ⅴ、視察内容（主なイベント）  ・・・・・・・・・・・・・・・  2ページ 

 

Ⅵ、視察行程  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3～4ページ 

  

Ⅶ、成果報告  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4ページ 

 

Ⅷ、視察レポート  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4～13ページ 

 

Ⅸ、香港の経済・貿易情報  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13～14ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ 参加者名簿  

 

<参加者 6 名+事務局 2 名 計 8 名（以下敬称略）> 

№ 所属団体 及び 役職 法 人 名 役 職 名 前 

１ ＪＮＢ 副会長 

東京 NBC 会長 

（株）ミス・パリ 代表取締役社長 下村 朱美 

２ ＪＮＢ 副会長 （株）アドバネクス 代表取締役会長 

 

加藤 雄一 

３ ＪＮＢ 理事 

埼玉 NBC 会長 

（公財）埼玉県産業振興公社 生活ｻﾎﾟｰﾄ産業支援 

ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

平沼 大二郎 

４ 

 

東京ＮＢＣ （株）グローバルパワー 代表取締役 竹内 幸一 

５ 

 

東京ＮＢＣ （学）新潟総合学院 

ＮＳＧグループ 

公認会計士 

マネージャー 

関口 孝博 

６ 東京ＮＢＣ （学）新潟総合学園 

ＮＳＧグループ 

役員秘書 倪 舒怡 

７ ＪＮＢ（事務局） （公社）日本ニュービジス

協議会連合会 

専務理事 小泉 覚 

８ ＪＮＢ（事務局） （公社）日本ニュービジス

協議会連合会 

 成田 美佐子 

 

 

Ⅱ 期 間 

  2014年 12月 1日（月）～12月 5日（金） 4泊 5日 

 

 

Ⅲ 渡航費用 

  一人 ２１７，２３３円 （基本日程参加者） 

 

 

Ⅳ、視察のミッション 

 日本ニュービジネス協議会連合会との提携団体である香港貿易発展局の関係団体である日本香港協

会が主催する「香港フォーラム」への参加を通じ、世界各地の香港協会メンバーとの人脈づくり、香港

進出への足掛かりのなる情報収集を行う。また、現地の企業や教育機関、ショッピングセンターへの視

察を通じて、海外の進出拠点としての香港の優位性や、海外進出企業の現状などをリサーチする。 
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Ⅴ 視察内容（主なイベント） 

 

【１日目】 12 月 1 日（月） 

  日本 → 香港へ移動 

  日本香港協会交流会（香港フォーラム前夜祭） 参加 

 

【２日目】 12 月 2 日（火） 

  香港フォーラム 参加 

  香港政府職業訓練局専門学校（Chinese Cuisine Training Institute）視察 

  ショッピングモール（Harbour City）視察 

  香港和僑会定例会 参加 

 

【３日目】 12 月 3 日（水） 

  香港フォーラム 参加 

  インベスト香港（香港投資推進局） 説明会 

  香港フォーラム フェアウェルディナー（送別晩餐会） 参加 

 

【４日目】 12 月 4 日（木） 

   世界中小企業エキスポ（香港貿易発展局主催） 視察 

   香港貿易発展局 ミーティング 

   香港貿易発展局 古田様他、との昼食懇談会 

世界中小企業エキスポ ラウンドテーブル会議 

マカオ視察 

 

【5 日目】 12 月 5 日（金） 

マカオ・香港 → 帰国 
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Ⅵ 視察行程 
日
次 月日 現地時間 場所 交通機関 スケジュール 

1 
12／1 

 
（月） 

     

8:45 東京（羽田空港）集合    

10:45 東京（羽田空港）発 CX543 所要時間：5 時間 20 分（時差+1 時間） 

      

15:05 香港着 専用車 着後、ホテルへ 

        

18:00   徒歩 前夜祭（18:30～総会） 

      香港フォーラム＜前夜祭＞参加 

        

      ＜香港泊＞ 

2 
12／2 

 
（火） 

        

9:00 ホテル発 徒歩 香港フォーラム視察 

     会場：Hong Kong Convention and Exhibition Centre 

11:00 出発 専用車   

11:30～12:30     香港政府職業訓練局専門学校訪問（145 Pokfulam Road, Hong 
Kong) 

12:30～14:00     専門学校学食で昼食会 

15:00～17:00     ハーバーシティ視察会 

17:00～18:30     自由行動 

19:00～20:30     香港和僑会第 112 回定例会（香港和僑会事務所） 

21:30～23:00   専用車 市内視察観光 

      ＜香港泊＞ 

3 12／3 
（水） 

        

9:00 ホテル発 徒歩  

9:30     香港フォーラム視察 

      会場：Hong Kong Convention and Exhibition Centre 

12:00～13:30     昼食会 

14:00～15:00     インベスト香港(25/F,Fairmont House,8Cotton Tree Drive,Hong 
Kong) 

      （ガイド同行／往路地下鉄、復路路面電車） 

15:30～18:00     自由行動 

18:00     集合 

18:30～21:00   会場専用車 日本香港協会（送別晩餐会へ） 

        

      ＜香港泊＞ 

4 12／4 
（木） 

        

9:00～9:30 ホテル発 徒歩 世界中小企業エキスポ開会式 

      （香港貿易発展局） 

11:30～12:15     ＭＯＵに関するＭＴＧ 

12:30～14:00     昼食会 

14:30   徒歩 フェリーターミナルへ 

15:30   フェリー フェリーでマカオへ 

16:30   専用車 フェリータミナルからホテルへ 

      到着後、自由行動 

      夕食会 

      ＜香港/マカオ泊＞ 

5 12／5 
（金） 

11:30 ホテル発   出発まで自由行動 

13:20 マカオ発 フェリー  

14:10 香港空港着    

16:20 香港発 CX542 所要時間：3 時間 45 分（時差+1 時間） 

      

21:05 東京（羽田空港）着   着後、解散 
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・視察ツアー宿泊ホテル    

名前 NOVOTEL CENTURY HONG KONG（ノボテル センチュリー 香港） 

住所 238 JAFFE RD., WANCHAI, HONG KONG    

ＴＥＬ 25988888     

・視察ツアー宿泊ホテル    

名前 GRAND LAPA RESORT MACAU（グランド ラパ リゾート マカオ） 

住所 956-1110 AVENIDA DA AMIZADE, P.O.BOX 3016, MACAU  

ＴＥＬ 28567888    

 

 

 

Ⅶ 成果報告 

  

公益社団法人日本ニュービジネス協議会と一般社団法人東京ニュービジネス協議会は、香港経済視察

2014を通じ、日本企業が香港進出を検討するにあたりその優位性の確認及び、有益な情報の獲得、また

人脈・ネットワークづくりにおいて成果があったことを報告する。 

 

１、香港拠点としての優位点主な３つの要因 

「シンプルな税制及び低税率」、「自由な情報の流れ」、「戦略的立地」 

 

２、高等教育の充実により優秀な人材を擁する労働市場 

 

３、日本ブームにより日本製品や日本の製品やサービスの人気上昇 

 

４、健康意識の高まりによる自然由来製品や高品質なものへの注目 

 

４、中国本土からの観光客増加による小売の売上規模拡大 

 

尚、次からの「視察レポート」「香港の経済・貿易情報」で詳細について記す。 
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Ⅷ 視察レポート 

 

【12 月 1 日（月）・1 日目】 

 

日本香港協会・香港貿易発展局主催「第 7 回全国協会交流会」（香港フォーラム前夜祭）への参加 

時間： 19:00～21:00    

場所： The Grand Hall（名爵） 

    

翌日からの香港フォーラムの前夜祭として開催された「第 7 回全国協会交流会」は、日本各都市の香

港協会の主要会員が集合。JNB 一団もお招き頂き日本各地の香港協会のメンバーと交流を深めた。 

 

     

レイモンドイップ副総裁         古田茂美香港貿易発展局事務局長   

   

                       日本の各都市から参加した日本香港協会のメンバー 

 

【12 月 2 日（火）・2 日目】 

 

香港フォーラム参加：テーマ「HongKong ブランディング発信地」 

時間：9：30～10：40    

場所：HongKongConvention and ExhibitionCentre 

 

中国本土及びアジア全体でブランドを展開する国際的企業のリーダーから、香港を通じて事業を拡大

するための戦略とビジョンについて語ってもらう。 

[講演者] •Fion Ipp, 創設者/会長, Managing Director, AmorePacific Hong Kong 

•Alain Li, Regional Chief Executive, Richemont Asia Pacific Limited 

•Kenneth Madsen, President, Pandora Asia, Pandora Jewelry Asia-Pacific Ltd 

•Andre Joseph Hoffmann, President - Asia Pacific, L’Occitane (Far East) Ltd  
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韓国の老舗化粧品メーカーであるアモーレパシフィック、イタリアの皮製品企業のサントーニ社、 

デンマークコペンハーゲンのジュエリーブランドであるパンドラ社、そして、フランスの化粧品メー

カーであるロクシタン社よりそれぞれ香港（アジア）拠点のトップが終結。 

 それぞれ共通しているのが、香港はマーケットサイズは小さいがアジアによる重要な市場だと位置

付けているところ。理由としては、中国・アジアへの入り口となる存在、観光客による多大な売上規

模、インフラが整いオープンで柔軟性のあるマーケット、新しいブランドも受け入れやすいオープン

な文化、等をあげている。 

        

会場の様子          パネルディスカッション    サントーニ社のプレゼン 

 

 

 

専門学校 「Chinese Cuisine Training Institute（CCTI）」 視察 

時間：11：30～12：30校内視察、12：30～14：00昼食 

場所：145 Pokfulam Road, Hong Kong  TEL 2538 2200 

 

「Chinese Cuisine Training Institute（CCTI）」とは、香港政府職業訓練局(VTC)傘下の専門学校

で、プロの中華料理コックの育成や、料理ビジネスの専門家育成を行っている。 

生徒は約 8,000人在籍、卒業生の約 9割が主にホテルに就職をし、約 1割が大学へ進学するという。 

    

            中華料理を学ぶ生徒たち    厨房  

 

同施設内にある同じく VTC 傘下のホスピタリティ業育成の専門学校である「Hospitality Industry 

Training and Development Centre」も併せて見学をさせてもらう。こちらは、生徒の実習のためにト

レーニングホテルを併設、実際に宿泊も可能である。ホテルは最高級レベル同様のサービスと内容に

されているがスタッフは全てこちらの学生のため同ランクホテルの半額程度の値段で利用できるとあ

って、非常に人気が高いという。 

    
トレーニングホテルのフロント 最上級の客室         ベッドメイキングの訓練中   バーの研修室 

６ 



 昼食はホテル内のレストランにて中華料理を頂く。こちらも、コックからサービスまで全てが学生の運

営。味、サービスともに学生が作ったとは思えない程のクオリティである。  

    
洗練されたインテリア     学生によるドリンクサービス  盛り付けも美しい 

 

 

「Harbour City」視察 

時間：15:00～17:00  

場所：3-27 Canton Road, Tsim Sha Tsui, Kowloon, Hong Kong 

 

 ハーバーシティとは、700 以上のお店が入るショッピングモール、3 軒のホテル、4 軒のオフィスビルを

敷地内に抱える、香港最大の複合施設である。50 年の歴史があるそうだが、そうは見えない近代的な造り

になっている。海に面し夜には美しい夜景が眺められるロケーションにも恵まれており、香港のトレンデ

ィスポットとして大人気の施設である。 

    

外観               絶好のロケーション        マネージャーによる説明を受ける 

 

この施設のなかよりショッピングモールを視察させてもらったが、店内はとても洗練された空間であ

る。迷子になりそうな程巨大な敷地面積を活かし、高級品からカジュアルなものまで多彩な店揃えをし、

様々な客層を取り込んでいる様子。日本のブランドも多数入店している。 

    
シュウウエムラ         ミス・パリ          グッチ子供服 

   

 来店客は、６～７割が現地の人、３～４割が観光客。観光客のうち半分は中国本土から来る人たちだと

いう。平日は１日約２０万人、休日には２５万人程度が訪れ、年間の売上は３５０万香港ドル（日本円約

5,400万）にもなるという規模である。また、オリジナルグッズも多く作成しハーバーシティというブラン

ドの強化にも努めているという。 
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香港和僑会「第 112回定例会」参加 

時間： 19:00～21:30 

場所： 香港和僑会オフィス 

 

 香港和僑会とは、香港においてビジネスを行っている日本人（現地で起業している人、現地企業の

経営をしている人、現地日系企業の社員の人など）の集まりの会である。今回は、この香港和僑会の

定例会に特別参加をさせて頂き、香港でビジネスを行っている方たちによる生の声を聞くことができ

た。 

 定例会の内容は、GRACOIL Limited 仁賀保 成史氏による講演と、香港和僑会 荻野会長の講和、そし

て交流会。仁賀保氏は香港・上海での美容室事業、船舶燃料給油事業を行っている起業家であり、10

年前に事業を立ち上げ、失敗を繰り返しながら現在の成功に至るまでの軌跡を話された。その経験に

より一番大切なことは、自ら動くこととネットワークを広げ人との繋がりを築くこと、と語った。 

荻野会長からは、「勘」について。第六感というものがビジネスにおいても重要であること。そしてそ

の勘を磨くためには、競争うずまく現場に身をおく、新聞や本を読む、本日の講師のような人と話し

て自分に置き換えて考えること、が必要であると、話された。 

       

講演会の様子            仁賀保 成史氏    荻野会長        下村東京 NBC会長による乾杯 

 

 

 

市内視察（男人街など） 

   

 男人街は香港の有名なナイトマーケット。小物から洋服、絵画まで、様々なジャンルのチープでジャ

ンクなものが揃う。細い路地の両側に隙間なく店舗が並び、天井まで吊り下げられた商品がびっしり

と並べられている。値段はあってないようなもので、店側と交渉して値段を決めていく。 

 クリスマスが近いこともあり、街中はイルミネーションの装飾が多くなされているが、その派手さ

が香港らしさを感じる。 

     

男人街                                                         ビルの電飾 
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【12 月 3 日（水）・3日目】 

 

 

香港フォーラム 「アワード授賞式」、「Flying High in Hong Kong」 

時間： 9：30～11：45 

場所： Hong Kong Convention and Exhibition Centre 

 

 「アワード授賞式」は、世界 24か国・地域に跨る 34の香港ビジネス協会のなかより、今年度もっ

とも会員数を伸ばしたり活躍した 4支部（オーストラリア香港協会、日本香港協会九州支部、ドイツ

香港協会、フランス香港協会）が表彰された。 

 

 「Flying High in Hong Kong」では、海外から香港に進出し事業を成功させた企業代表による成功

談がプレゼンテーションされた。 

   講演者： •Olivier Partrat, Founding Partner, Evergreen Land Limited 

        ・Carlie Melvoin，Project Leader‐Blueprint,Swire Properties Limited 

        ・Jason Rice,Vice President of Operations, Jolla Ltd 

        ・Jax Coco HK 

 天然精油を使った蚊よけ製造販売のフランス Evergreen Land 社、アメリカ人による企業起業家支援の

Swire Properties社、スマートフォン製造販売のフィンランド Jolla社、ココナツウォーター製造販

売のアメリカ Jax Coco社による成功談。共通して話されたのは、香港は、法の整備ができているこ

と、コアバリュー、エコシステムが確立されていること、透明性の高い事業展開ができること、政府

や政府関係機関による支援も多くビジネスがしやすいこと、が利点として挙げられていた。 

また、Evergreen Land 社、Jax Coco 社ともに特徴として、自然素材、自然由来のものを扱っていると

いう点。香港では現在、健康意識が非常に高まっており、ヘルシーなものや天然素材の食品や製品が

求められていることも成功の大きな要因のひとつとのことである。 

    

授賞式の様子                                   「FlyingHigh in HongKong」の様子 

 

 

地下鉄での移動体験 

 

 香港の地下鉄を利用してみる。香港では日本よりも早い段階でカードによるチケット制や自動改札

のシステムを導入しており、地下鉄網も発達しており分かりやすく正確であり利便性が高い。視察の

時期はちょうど学生によるデモが続いていた関係で封鎖されている道路も多いことから、この時期は

更に地下鉄移動は便利であった。 
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プリペイドカード              券売機                                        デモ風景 

 

 

 

インベスト香港（香港投資推進局）訪問 

時間：14：00～15：00 

場所：25/F, Fairmont House, 8 Cotton Tree Drive, Hong Kong 

 

 インベスト香港とは、海外直接投資を誘致する香港特別行政区政府（HKSAR）の一部局。海外及び中

国本土の企業が香港で事業を設立し、拡大する際の支援を行っている。日本からも、日産自動車、三

井不動産、ヤマト運輸等の大企業から中小まで多くの企業の進出を手掛けており、ミス・パリグルー

プもそのひとつである。インベスト香港からは、局長代理のアンドルー・デイビス氏、日本地域アシ

スタントマネージャーのデファニー・ウォン氏が出席、香港進出におけの現状や利点について話を伺

う。 

 今年香港で事業を展開する海外及び中国本土の企業数が史上最高の 7,585社を記録した。この調査

結果は、香港がアジアの一大ビジネス拠点としてあり続けていることを裏付けている。その要因は、

①簡素な税制及び低税率、②自由な情報の流れ、③戦略的立地、にあるという。法人税は 16.5%、個人

所得税は 15%が上限。消費税、相続税、付加価値税、資本利得税もなく、このようなシンプルな税制が

香港での会社設立や事業展開を後押ししている。また世界銀行の 2012年調査では、香港は世界で 2番

目に経済自由度が高いとされており、国際競争力が非常に高いことがわかる。さらに、アジアの中心

に位置する立地からハブとしての役割も高く、アジア展開をする上で戦略的かつ効率的に事業展開が

できる、等の説明があった。 

    
下村会長とデイビス氏        デファニー・ウォン氏         説明会の様子 

   

   

 

香港フォーラム フェアウェルパーティー（送別晩餐会） 

                時間： 18：30～21：00 

会場： City Hall Maxim’s Palace 
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 香港フォーラム参加者によるフェアウィルパーティーでは、世界各国の香港協会の方々との交流会

となった。各国の香港協会からは素晴らしい歌や音楽を披露する方々もおり国を超えて大いに盛り上

がった会であった。 

    

 

   

   

【12 月 4 日（木）・4日目】 

 

 

「世界中小企業エキスポ」 視察 

時間： 9:30～11:00  

場所： HongKongConvention and ExhibitionCentre 

 

 世界中小企業エキスポは、香港・中国を含む世界 35か国の政府関係者や各種産業団体、投資貿易促

進機関が出店する一大産業展。製品やサービスの出展以外にも、サービス・製品の提供者や専門家に

よるセミナーやシンポジウム、また、ビジネスマッチングや交流イベントも開催している。 

    

 

 日本から参加の企業も多い。王建工業の茶室とミニ庭園の展示ブースはかなり大きなスペースで展

示されている。香港では現在ニューミドルクラスによる日本ブームで、自宅のインテリアを和風に改

築する香港人も多く、和風の部屋でしゃぶしゃぶを食べるなど、そのブームは一過性のものではなく

香港人にはかなり浸透してきているとのことで、こちらにも多くの見学客が訪れていた。 

    
日本茶室「凛庵」                                                           中小機構のブース 
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香港貿易発展局 ミーティング 

             時間：11：30～12：15 

場 所：Hong Kong Trade Development Council Office Tower 38階 

 

 JNBとの提携団体である香港貿易発展局のオフィスにて、今後のパートナーシップについてミーティ

ングを開催する。香港貿易発展局からは、日本首席代表 古田 茂美氏、Head of IMR(元東京事務所長)                           

Iris Wong氏が参加。 

 Iris Wong 氏より、ジェトロ香港が主催をしている CEO トレーニングプログラムの紹介がある。内容

はマーケットブリーフィング、著名な企業の CEOによる講演、税制と法制について、ブランドの構

築、香港の金融サービスについて、現地企業視察等のプログラムによる 2日間のコース。香港貿易発

展局としてはこのプログラムを非常に高く評価しており、CEOの立場にある人、今後なるであろう人は

もちろん、企業の社員教育としても利用価値があるということでご紹介いただいた。 

 古田氏からは、アベノミクスのひとつである地方創生について。今後の日本の経済を背負っていく

地方創生を香港を通じてぜひ実現してほしいと思う。日本の地方企業のグローバル発展の意識は強い

が、政府や東京を頼りにするのではなく、直接世界を相手にするのが良い。香港をハブにして、アジ

アを初めとした世界へ日本の地方企業を連れ出す、そのひとつの装置、システムとして香港は既に発

達している。中継地点として日本の製品やサービスをダイレクトに世界へ運ぶ、香港を通じて日本の

グローバル化、地方創生を支援して行きたい、そして日本全国の経済団体である JNBとの繋がりをよ

り強化して行きたいと語る。 

  

     

             ミーティングの様子           古田氏 

   

 

 

世界中小企業エキスポ 「ラウンドテーブル会議」 

時間： 15：30～17：30 

場所： SME Centre（コンベンションセンター内） 

 

 世界の香港協会及び関係団体の代表者による会議。それぞれの自国の市場における中小企業のチャ

レンジとその機会についてスピーチをした後、地域間における中小企業の連携と協力と題し、ディス

カッションを行った。JNBからは、下村副会長と平沼副会長が参加。 
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マカオ視察 

日程； 12月 4日～5日 

 

 マカオの主要産業はカジノと観光であるが、特にカジノ産業に支えられ GDPは順調に拡大してお

り、一人当たりの GDPでは世界一とも言われている。2001年にカジノ営業権の外資に開放してから

2013年にはラスベガスの約 7 倍の売り上げにまで成長しているが、現在は中国本土からの客が多く、

その成長を支えている。日本企業の進出は香港に比べ格段に低いようだが、マカオの街を歩くと建設

中の建物や道路が数多くあり、今後も開発・発展が加速していくことが実感され、ビジネスチャンス

はこれからであることが感じられる。 

    

フェリーターミナル           歴史的建造物が多く残る      街中の噴水も派手          ホテル外観はいずれも電飾される 

   

  

  

Ⅸ 香港の経済・貿易情報 

   

 ＊香港貿易発展局より提供された情報の抜粋 

 

１、要点 

・香港経済の 2014年 1－6月期の実質経済成長率は、前年同期比 2.2％増（2013年通年は前年比 2.9％

増）。2014年通年の経済成長率は 2－3％増の見込み。 

・地場消費の需要と観光支出はともに減速。名目小売売上高は 2014年 1－7月に前年同期比 1.5％減。 

・労働市場は厳しい状況で、季節調整済み失業率は 2014 年 6－8月期に 3.3％と、過去 16年間でほぼ

最低を記録。 

・消費者物価指数は 2014年 1－8月期に前年同期比 3.9％上昇。2014年の香港の消費者物価は 4.4％上

昇の見込み。 

・製品輸出は 2014年 1－8月期に前年同期比 3.8％増、世界の貿易は今年度後半にかけてさらに改善す

る見込み。 

 

２、経済の現況 

・世界で最も自由な経済 

・世界で最もサービス業主体の経済（GDP全体の 90％以上をサービス業が占める） 

・アジア域内で中国本土に次ぐ第 2位の海外直接投資（FDI）受け入れ国・地域 

・アジア域内で、日本・中国本土に次ぐ第 3位の海外直接投資（FDI）実施国・地域 
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３、最近の貿易実績 

・世界第 8位の貿易額 

・世界第 10位の商業サービス輸出地域 

 

４、中国本土との経済関係 

・中国本土にとって最も重要な中継貿易拠点 

・中国本土にとって最大の外国直接投資（FDI）実施国・地域 

・中国企業にとっての主要オフショア資金調達センター 

・中国本土は香港にとって最も重要な対外投資相手 

 

５、リージョナルセンターとしての香港 

・地域本部（リージョナルヘッドクオーター）及び、駐在員事務所としての人気拠点 

・アジア太平洋地域における重要な通信拠点 

・人民元オフショア取引の最重要拠点 

・世界一繁忙な国際貨物取扱空港を提供する拠点 

・世界クラスの繁忙なコンテナ取扱港湾を提供する拠点 

・アジア第 2位、世界第 6位の証券取引拠点 

・アジア第 3位、世界第 6位の外国為替取引拠点 

     

 

 

 

以上 

 


